
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぶどうぐみだより 

12月号 
令和 5 年 11 月 29 日 

 
国立ひまわり保育園 

 
 

 一段と日が暮れるのが早くなり、朝晩の冷え込みに、冬の訪れを感じますね。12 月は、お楽しみ会にクリ

スマス会と、楽しみなことが待っています。子ども達は「待ちきれない」といった様子で、劇ごっこ遊びや

クリスマスの製作を楽しみながら過ごしています。 

 今月のねらい 

 

 

お知らせ・お願い 

 

 

 

・週末にはコットマット一式、上履き、戸外遊び用の靴、戸外遊び用の上着のお持ち帰りをお願いします。 

・お休み中の発熱や感染症に感染したことなど、些細なことでも休み明けの登園時にお知らせください。 

また、受診の有無についてもお伝えください。 

・12 月 29 日（金）～１月３日（水）まで休園となりますので、年末最後の登園日にロッカーの衣服をお持

ち帰りいただき、名前・サイズの確認をお願いいたします。また、着替えを持ち帰るための大きめの袋を 

12 月 26 日（火）までにお持ちください。 

 

 

 
もうすぐお楽しみ会！ 

 

 

 ぬりえやお絵描きの大好きなぶどう組の子ども達。そんなぶどう組の子ども達は、お楽しみ会の題材

に、大好きな絵本「くろくんとちいさいしろくん」と、大好きな歌「けんかのあとは」を選びました。「お

話の最後（原作のラストシーン）がかわいそう」というお友達の意見から、子ども達は、お話をみんなが

イメージしたハッピーエンドのぶどう組バージョンにしました。そして、お歌の「けんかのあとは」の歌

詞は、絵本のお話と違うところがあることに気付き、子ども達がみんなで歌詞を考え、変えてみました。

いよいよ、劇ごっこ遊びがはじまり、配役になりきり、言葉や体で表現することを 

楽しむ子ども達。セリフもいつのまにか自分たちの気持ちの 

こもった言葉に変わっていました。気づけば、お話もお歌も、 

そして劇も自分たちで作り上げてしまっていたぶどう組さん。 

今日まで自分たちの作った劇を、おうちの人が見てくれる日を、 

楽しみに期待を膨らませていました。 

最初から最後まで、ぶどう組の子ども達らしさが 

いっぱいの劇を、ぜひご覧ください。 

・お楽しみ会を通し、友達と一緒に物語の世界を表現する事を楽しみ、一体感や達成感を味

わう。 

・一年の終わりを知り、新年を迎えることに期待を持つ。 
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